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1903 年1726 年 1918 年築の店舗 2019 年1933 年

講演「大丸心斎橋店300周年」 大丸松坂屋百貨店 藤田幸久様1.

御堂筋周防町交差点の南東角では、 昨年 1 月から地上解体工事が開始されるなど、 （仮） 心斎橋スクエア建替え
プロジェクトが進んでいます。当プロジェクトについて、清水建設 金川様、三井不動産 鈴木様にご説明いただきました。

（仮）心斎橋スクエア建替えPJ2.

今年、 開業 300 周年を迎えられた大丸心斎橋店様の歴史とこれからについて、

営業推進部の藤田様よりご講演いただきました。 大丸心斎橋店様は、 当会には

2015 年にご入会され、 様々な活動でご協力いただいております。

講演は、 大丸心斎橋店様の歴史や開業 300 周年の記念事業を中心に、 京都

店様の地域連携の取り組み等についてもご紹介いただきました。 心斎橋店様は、

1726 年にわずか 1.8ｍの間口で開業されました。 藤田様は、 時代の変化があ

ろうとも心斎橋で商売を続ける大丸心斎橋店の覚悟と誓いを改めて示された後、

「次の 100 年も心斎橋とともに」 と締めくくり、明るく朗らかな口調でありながらも、

重厚なお話をご講演くださいました。

※定例会ニュースでは、 ご講演の内容を簡単にご紹介させていただきます。
（掲載する写真等は、 すべて藤田様ご提供のものです）

※当日は、 300 周年記念のノベルティも頂き、 誠にありがとうございました。

心斎橋店の歴史 開業 300 周年事業（一部のみご紹介）

工事名称　（仮称）心斎橋スクエア建替えプロジェクト
工事場所　大阪市中央区心斎橋筋二丁目 1 番 5（一部）、1 番 12
主要用途　物販店舗、事務所、飲食店舗
構造 ・ 階数等　鉄骨造 ・ 地上 5F（高さ 36.5ｍ）

敷地面積　509.89 ㎡
建築面積　429.58 ㎡
延床面積　1985.92 ㎡

建築主　三井不動産株式会社
設計者　清水建設株式会社
施工者　清水建設株式会社

◀ 300 周年の暖簾
（心斎橋筋側）

1717 年  下村彦右衛門正敬が京都伏見に創業

1726 年  大坂に進出し、現店舗の南東角で、間口 1 間、奥行　
　　　     2 間 (180✕360cm) の空き家を借り、商いを始める

　　真向かいに呉服の大店があったため、道頓堀の芸人衆 ・
　　船場の旦那衆などを相手に現在でいう外商で勝負

1728 ・1731 年　店舗拡大

1913 年  大阪店新館落成。洋品等も扱い百貨店らしい陳列式に

1914 年  大改装し、洋式店舗に

1918 年  ヴォーリズ設計 ( 木骨レンガ造 ・ 4 階建て）の店舗完成

1920 年  失火により大阪店が全焼、1921 年には京都店も全焼

1922 年  大阪店の再起に向け、 第 1 ～ 4 のうち 1 期工事竣工

　　　　ヴォーリズ設計の近代ルネサンス様式 ・ RC6 階建て

●これまで 300 年もの間、商売を続けられたことへの 『感謝』
●時代の変化などがあろうとも、心斎橋で商売を続ける 『覚悟』 『誓い』

清水建設 金川様、三井不動産 鈴木様

①店内の展示 （1F: 座売りの頃の店先再現）

②五十嵐威暢ベンチ / 御堂筋ホコミチ

③ゆかりの作家７人がフェニックスをテーマに
　作品を制作（1F ウィンドー 山下浩平氏 作品）
　➡ 7 作家 8 作品のチャリティオークション
落札額全額 ( 計 3,585,343 円 ) は子どもたちの芸術活動に

店舗焼失後、復活や
繁栄の願いをこめて
フェニックスを店舗に
掲げようとした

心斎橋中央玄関▶

間口 1.8ｍ
奥行 3.6ｍ
の店舗で
開業

定 例 会 ニ ュース
｢ミナミ御堂筋の会｣は、ミナミの御堂筋沿道の不動産
オーナーが連携し、「世界の御堂筋」をめざして、まち
のあり方を提案し、実現に向けて働きかける団体です。
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【発行】 一般社団法人 ミナミ御堂筋の会　 URL：https://minami-midosuji.net/ 　Facebook：https://www.facebook.com/minami.midosuji
【問い合わせ先】 一般社団法人 ミナミ御堂筋の会 事務局（株式会社地域計画建築研究所　大阪事務所 内　【担当：絹原・竹林】）
　　　　　　　　  〒541-0042　大阪市中央区今橋3-1-7 日本生命今橋ビル10F 
　　　　　　　　  TEL：06-6205-3600　FAX：06-6205-3601　E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp

【 正 会 員 】

【 事 務 局 】

【テナント会員】

【 賛 助 会 員 】

2026年 8月31日（月）16：00～  （ 会場：難波御堂筋ホール）次回定例会

そ の 他 報 告事 項など4.

(株)KJRマネジメント、七宝山 大福院 三津寺、(株)泉屋商店、(株)オクウチサービス、(株)スポーツタカハシ、(株)播重、(株)どうとんぼり神座、
(有)泉屋、平川商事(株)、近畿産業信用組合、東亜商事(株)、三信(株)、(株)三栄建設、光明興業(株)、(株)池田ビジネス、(株)ベルコ
(株)キヌガワ、(株)ケシオン、(株)広告商事、コカ・コーラ ボトラーズジャパン(株)、(株)G-TWO、シービーアールイー(株)、(株)大丸松坂屋百貨店、
(株)誓、東京建物不動産販売(株)、西尾レントオール(株)、野村證券(株)、(株)ヒット、(株)プリズム、(株)三井住友銀行、(株)Luup
(株)カンデオ・ホスピタリティ・マネジメント、白ハト食品工業(株)、東急リゾーツ＆ステイ(株)、BarDiJest、ルイ・ヴィトン ジャパン(株)

(株)地域計画建築研究所（アルパック） ※正会員は所有物件で北から順に、賛助会員・テナント会員は企業名を五十音順に掲載。

野村證券 合志様から、 マーケット情報 ・ イベントカレンダー等の情報を取りまとめた冊子 「野村週報」 のご提供、
直近のマーケット動向についてご解説いただきました。

大阪市の姉妹都市シカゴ市との交流を担っているシカゴ姉妹都市インターナショナル大阪委員会様より協力依頼
のあった 「折り鶴アートプロジェクト」 に向けて、 先月の定例会で参加者の皆様に折り鶴をお作りいただきました。
折り鶴は 110 羽になり、 ７月１０日に大阪市建設局様を通じて寄贈いたしました、

（1）法人向けサービス「LUUP for Work」のご案内

御 堂 筋 チ ャレン ジのコン テン ツ（概 要）

（2）野村證券なんば支店様から資料ご提供

（３）国際平和デー「折り鶴アートプロジェクト」 　折り鶴110羽 寄贈

（４）トークイベント等 ご案内

LU UP 富田様より、 予め登録した従業員のライド利用を可能にする法人向けサービス 「LU UP for Work」 を
ご案内いただきました。 LU UP for Work では、 ライド情報が管理画面から随時確認 ・ 管理ができ、 利用料金
は月ごとの支払いが可能です。 資料は、 7/28 に会員向けにメールで配信していただきました。

2027 年に迎える御堂筋完成 90 周年の事業として、
御堂筋チャレンジ 2026 ・ 2027 では、
　【人中心のストリートをつくる取組】　【公民連携した
　  プレイスメイキング】　【御堂筋バースデー企画】
を柱に展開し、 並行して 「御堂筋将来ビジョン 90th 
ver.」 を策定することで、 御堂筋がもたらす価値の創出
をめざします。 定例会では、 検討中のコンテンツ概要を
事務局より説明しました。

■日時
　8 月 26 日 ( 水 )16：00 ～ 18：00
■会場
　難波御堂筋ホール 8 階 8B
■登壇者
　橋爪 紳也 氏（大阪公立大学名誉教授）
　山本 英夫 氏（戎橋筋商店街振興組合）

■日時
　第 1 回：8 月 26 日 ( 水 )18：30 ～
　第 2 回：9 月 28 日 ( 月 )18：30 ～
■会場
　大阪市中央公会堂　地下１階大会議室
■登壇者
　小松 靖朋 氏（大阪市建設局）
　絹原 一寛（地域計画建築研究所、
　　　　　　ミナミ御堂筋の会 事務局）

■ ミナミ再生を語り継ぐ 『ここだけの話し、これからの話し』 ■ 「道路」 がまちを変えていく
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